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　2年次までの看護の基礎知識を学修し、3

年次の秋学期から本格的に始まる実習に向

けて、3年次春学期に「派遣式」を行います。

本学のキリスト教に基づく教育と看護学の

融合を図り、看護専門職を志向する者として

の姿勢や態度として校訓である｢人になれ 奉

仕せよ｣を内在化し、看護実践に活かすこと

を目的としています。
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　看護は、ケアを受ける人と提供する人との信頼関係の上で成り

立っていきます。信頼を得るには、相手の立場に立って考え、行

動することが必要になります。

　大学の4年間では、ケアを提供する相手との信頼関係が構築で

き、相手を理解するための教養と健康状態の理解、科学的根拠に

基づいた看護実践ができる基盤を身につけていきます。それは講

義（座学）と演習、そして実習という学習方法を4年間、繰り返し

ていきます。

　1年次では、主に教養科目と同時に体の構造や機能、多くの病

気とその治療について学びます。これは医学の一部分に相当しま

す。さらに多くの看護技術の基本を学びつつ、5月GW明けには初

めての臨地実習で看護の対象者と実践の場の多様性を知っていき

ます。2年次には人間の発達段階に応じた健康課題とそれに対応

したケアの基本を学んでいきます。3・4年次になるとケアを受け

る対象者の特徴に合わせたケアの方法を学び、実際の療養者さん

に対応していきます。そのため、学習の方法も暗記ではなく、自

分で考える、仲間と議論する、実際に考えたことを実践するとい

う段階を踏んでいきます。

　看護は、社会の中で人々の

健康と暮らしを護る責任のあ

る仕事です。社会が変われば、

看護の方法や使っていく技術

が変化していきます。大学卒

業後、看護免許をもって働く

際には自ら学び続け、学習し

ていく態度が身についている

ことが求められていきます。

　学びの途中、くじけることもあります。目的を失うこともあり

ます。臨地実習でついていけないこともあるでしょう。しかし、

本校の校訓「人になれ 奉仕せよ」は、「人は何度でも生まれ変われる、

やりなおせる」というキリスト教の教えを基盤としています。

　学生時代に学ぶことは看護のごくごく一部にしかすぎませんが、

4年間で謙虚に学ぶ姿勢を身につけることが、その後の看護師と

しての人生を豊かにしてくれるはずです。多くの仲間、実習等で

出会う療養者の方々、先輩となる看護師たちから私たち教員と一

緒に大いに学んでください。

 Message
謙虚に学び続ける姿勢を培う
看護学部  学部長　齋藤 訓子

　看護専門職に求められる知識、技術、資

質や能力を総合的に育みます。看護の分野

では、専門的な知識や技術はもちろん、奉

仕の心や態度が大切です。豊かな人間性と

高い倫理観、自分で考え探求する力、自ら

問いをもって答えを導き出す力、さらに多

職種や地域社会と協働・連携する力を養う

教育にも力を入れます。看護専門職として

主体的に専門性を発揮し、自律的に行動で

きる人材を育てます。

　看護師という夢を目指す上で、国家試験は

最大の関門です。それを乗り越えるために、1・

2年次から常に学習進度を確認するなど、国家

試験に向けての準備をします。また3・4年次は、

年間を通して模擬試験を実施し、その結果を

分析し対策講座を開講します。補講講座・個

別相談なども実施し、国家試験に向けて着実

に力がつくように支援します。その結果、例年

の国家試験では全国平均を上回る高い合格率

を実現しています。

成長と奉仕の心を…、派遣式高い国家試験合格率看護学部の学びの特色

私の夢をかなえる

総合大学で地域医療を支える従事者に

学部コンセプト

地域に支えられた
学修環境

看護の多様な場をイメージし、
最新の機器を揃え、総合大学
である長年にわたり協働・連携
する地域に支えられた環境で
実習を行います。

校訓「人になれ 奉仕せよ」
の体現

人びとの幸せに貢献するた
めに、校訓を看護の視点で
理解し、人を気遣う心や尽
くす気持ちを養います。

充実した
国家試験対策

国家試験に向けて着実に
力が身につくよう、1年次
から段階的に評価し合格に
向けサポートします。

看護対象者のニーズに
応える力の育成

看護対象者の考えているこ
と、抱いているニーズに気
づき、応えていくために、
実践と省察を繰り返し看護
実践能力を育みます。

看護師としての基盤を大切に

4つの学びの特徴

3つのポリシー

看護学部の3つのポリシーについては、
大学ホームページからご覧ください。

❶入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

❷教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

❸学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

　関東学院大学看護学部は2013年、神奈川県下の深刻な看護師不

足の解決のために開設されました。以来、「人になれ 奉仕せよ」の校

訓のもと、高い倫理観と実践力を持った看護師を輩出してきました。

　その大きな特徴は、本学の理念に基づく看護師育成に特化した教育

課程にあります。4年間を純粋に看護師としての力を身につけること

に集中し、医療の高度化やニーズの多様化に応えることのできる課

題解決能力を身につけ、幅広い現場で、看護職として活躍していけ

る人材の育成を目指しています。
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　キリスト教への理解を軸とした幅広い教
養を基に、アクティブ・ラーニングによる能
動的な思考・判断の繰り返しと、他者との協
働により、公平・公正な判断力を培います。
キリスト教及び自校史への理解を基に、PBL
やサービスラーニング等による実践的な課
題解決のための学びを通じ、社会課題に対
して誠実に向き合う姿勢を養います。

4年間の学び

　１・２年次の教養科目と専門基礎

科目において、専門的な知識・技術、

資質や能力の基盤となる豊かな人間

性を育みます。専門科目は、基礎看

護学、生活支援看護学（母性看護学、

小児看護学、老年看護学、精神看護学、

地域・在宅看護学）、療養支援看護学、

統合看護学があります。１年次から

４年次にかけて配置され、基礎から

応用、机上の知識から演習や実習に

おける実践へと段階的に学修を進め

ます。４年次では、学生自身が選択

した強化コースの内容で学修し、看

護専門職として探求し、学び続ける

ことができる人材を育てます。

キリスト教学

【共通科目】
●キリスト教学 ●コンピュータ･リテラシー 
●生物学●心理学 ●倫理学●データサイエンス
●語学（英語・中国語・ハングル）など

【専門基礎科目】
●身体の構造と機能 ●保健福祉行政論 
●臨床診断学など

【専門科目】
●基礎看護学
・看護の基礎・環境と看護・看護原論
・基礎看護技術Ⅰなど
●生活支援看護学
・小児・母性の看護学概論
●療養支援看護学
・成人・療養支援看護論Ⅰ
●統合看護学
・KGUナースへの道しるべ
実習
〔春〕看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）
〔秋〕基礎看護学実習Ⅰ

4321 年次年次年次年次教養・看護の基礎を修得
自分のテーマを
見いだし探求する

臨床看護の実践力を
磨く

看護の専門知識を
身につける

【専門基礎科目】
●病態・治療学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ●社会保障制度 
●保健医療統計学など

【専門科目】
●基礎看護学
・基礎看護技術Ⅱ・Ⅲ   クリティカルシンキング
・フィジカルアセスメント   看護過程など
●生活支援看護学
・老年、精神、地域・在宅の看護学概論
・母性、小児、老年、精神、地域・在宅の看護学援助論
●療養支援看護学
・成人・療養支援看護論Ⅱ
・療養支援看護学援助論Ⅰ
・療養支援看護学演習Ⅰ
●統合看護学
・家族看護学など
実習
〔秋〕看護援助実習
　　基礎看護学実習Ⅱ 

【専門科目】
●生活支援看護学
・精神看護学援助論Ⅰ
・地域・在宅看護学援助論Ⅱ
・母性、小児、老年、精神、地域・在宅看護学演習
●療養支援看護学
・療養支援看護学援助論Ⅱ
・療養支援看護学演習Ⅱ
●統合看護学
・感染看護学など
実習
〔春〕小児看護学実習Ⅰ
　    老年看護学実習Ⅰ
　    療養支援看護学実習Ⅰ
〔秋〕母性看護学実習
        小児看護学実習Ⅱ
        老年看護学実習Ⅱ
        精神看護学実習Ⅰ
        地域・在宅看護学実習Ⅰ
        療養支援看護学実習Ⅱ

【専門科目】
●生活支援看護学
・精神看護学援助論Ⅱ
●統合看護学
・災害看護学
・看護研究
・看護の統合と実践Ⅱ（強化コース・論文講読）　  
  など
実習
〔春〕精神看護学実習Ⅱ
　　地域・在宅看護学実習Ⅱ
〔秋〕看護の統合と実践Ⅲ（強化コース・統合実習）

STUDY    FLOW

　地域連携新規科目として、子育て支援拠
点、小学校、訪問看護ステーション、精神障
害者生活支援センター、総合病院など、看
護活動が行われるさまざまな場で、保健医
療福祉・教育における多職種との連携・協働
について理解します。

看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）

PICK UP
授 業

ステップアップ、未来へ

目指せ！看護師

　必要な単位を修得すると、看護師国家試験受験資格を得ることができます。国家試験合格後は、提携病院
をはじめ、大学病院・一般病院、診療所などの医療施設、高齢者福祉施設、訪問看護ステーションなどに看護

師として勤務することができます。また、助産師や保健師、養護教諭を目指す場合は、養成課程のある大学

などに、さらに看護について学びを深めたい場合は、看護系の大学院に進学することもできます。

小児看護学

基礎看護学
基礎看護学

生活支援看護学
母性看護学・小児看護学
老年看護学・精神看護学

地域・在宅看護学

療養支援看護学
療養支援看護学

統合看護学
看護学の統合と

実践

学びの領域
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「なりたい」を応援

学生が伝えるいのちの授業
　看護学部では、学部開設当初から隣接する関東学院六浦小学
校の4年生を対象に「いのちの授業」を行っています。その目的
は、子どもたちが生命の尊さを知り、命のあるものを大切にする
ことを理解することです。
　新生児人形を使った抱っこやお風呂入れ体験、妊婦ジャケッ
トを着用した妊娠中の母親の日常生活の動きの体験などを通し
て、子どもたち自身が大切に育まれてきたことを学びます。
　また、聴診器でお互いの心音を聴き比べたり、新生児人形
を使って赤ちゃんの心音と
心拍数を自分たちと比べた
りすることで、友達のいの
ちを身近に感じ、成長によ
る心拍数の変化なども学び
ます。
　この「いのちの授業」を通
して、看護学生はわかりや
すい言葉を使った説明の大
切さを知り、子どもたちの
素直な反応に自分自身の存
在の貴重さを再認識します。
「いのちの授業」は看護学生
自身にとっても貴重な体験
となっています。

ふれあいを育む

地域貢献を目指した看護学部の役割
　看護学部では、大学の「人になれ 奉仕せよ」の校訓の下、「地域に
支えられ、地域に奉仕する看護学部」というコンセプトを軸に、学部
の様々な人的・知的資源（シーズ）や施設を活用し、人びとの健康や
医療・福祉に関わる分野について公開講座を開講しています。また
個々の教員は、保健・医療施設及び看護協会主催の研修会や講演、研
究指導などを積極的に行うなど、日頃の教育・研究活動の成果を地域
の皆様に広く還元するとともに、コロナ禍における保健所業務への
応援要請にこたえるなど地域住民の健康管理にも参画しました。

看護学部キャリアフロー

１年次

2年次

3年次

4年次

就 職
提携病院・大学病院・
公立病院・一般病院などの

医療施設
高齢者福祉施設

訪問看護ステーション

進 学
保健師
助産師
養護教諭
大学院

インターンシップ
参加

キャリアガイダンス
Ⅰ・ Ⅱ・Ⅲ ※2

　　　　　　

KGUキャリアデザイン
入門Ⅰ

KGUキャリアデザイン
基礎Ⅰ

自分磨き・人間力アップ 就職活動準備 就職活動本番

KGUキャリアデザイン
基礎Ⅱ

KGUキャリアデザイン
応用Ⅰ

就職ガイダンスⅠ
進路説明会※１

就職活動
就職先や進学先の相
談、エントリーシー
トや小論文の添削、
面接練習など
アドバイザー・ゼミ
教員、キャリア支援
担当教員、就職支援
センター職員と連携
して支援
　　　　　

ANAビジネスソリューション講師による接遇教育
　看護学部では、看護学会および教養学会の合同開催で「看護学生
のための接遇＆マナー研修」と題し、ANAビジネスソリューション
の講師をお招きして接遇教育を行っています。
　医療現場の「接遇」＝「おもてなし」の重要性を理解し、医療現場だ
からこその大切なコミュニケーションについて理解することを目的
に、医療従事者を志す学生として、患者の視点を学んでほしいとの
思いで企画しています。

アドバイザー活動
　看護学部では、教員が学生からの履修・学修・成績に関する相談、学生生活に関する相談、進路に関する相談などに応じたり、アカデミック
リテラシー修得のための指導を行ったりするなど、学生が円滑に学修するための指導や、学生生活の支援を行っています。このために、少人
数の学生グループを設け、それぞれのグループに対してアドバイザーとなる担当教員を配置し、きめの細かい対応を行います。

ひらめき☆ときめきサイエンス
　病気別の食事を考えた自分カルテ作り -人形のおなかを見て
さわってきいてみよう- 小学校5･6年生が、食事と栄養、そし
て食べ物の通り道である消化管について学び、おなかがいたい
など、よくある症状のときの食事対策を考えることを目的とし
ています。日本学術振興会の科学研究費助成事業（科研費）によっ
て実施されている最先端の研究をわかりやすい形で知ってもら
うために、看護学部の永田真弓先生を中心に実施しています。

全国受験者数　　合格者数
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   0第109回
（2019年度）

第110回
（2020年度）

第111回
（2021年度）

97%
98.6% 97.5%

94.7% 95.4% 96.5%

本学合格率（新卒） 全国合格率（新卒）  （％）

第112回
（2022年度）

第113回
（2023年度）

97.1%

95.5% 93.5%
93.2%

(万人）

※1  進路説明会：卒業生や認定・専門看護師、助産師、訪問看護師のキャリアを積んだ看護職の体験
談を伺い、 学生のキャリア・プランニングを支援します。

※2 キャリアガイダンス：採用試験に向け、応募書類の書き方、小論文作成や面接対策など実践的な
内容を企画しています。

国家試験に向けて
高い合格率を実現

キャリア支援
　1年次には、「KGUキャリアデザ
イン入門Ⅰ」「KGUナースへの道し
るべ」で、自分の将来や生き方を
考え、看護職になる者としての自
身の関心の探求を行っています。
　関東学院大学では、総合大学の強みを活かし、就職支援センター
において、個別の就職相談や、履歴書やエントリーシートの書き方、
模擬面接などを行う専任のスタッフが、キャリア支援活動を行って
います。
　加えて看護学部では、就職活動が本格化する3年次に、就職活動全
体の概要を知るための「キャリアガイダンス」を開催しています。
もちろん、個別の就職相談やエントリーシートの書き方や模擬面接
など、一人ひとりの学生に合わせた支援を実施しています。また、
進学希望学生の相談にも応じています。
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メッセージ

未 来 探 し に 出 か け よ う

　高校生のとき、祖父を白血病で亡くしました。そのとき、最後ま
で祖父に寄り添ってくれた看護師さんを通して、看護師という職業
に憧れました。関東学院大学看護学部に進学したのは、看護という
学問を多角的に学びたい、そう思ったからです。「人になれ  奉仕せよ」
という校訓にも共感しました。
　新卒時から手術室看護師としてさまざまな診療科の手術に携わっ
ています。医師、麻酔科医、MEなどと協力してお互いの専門分野を
発揮し一つの手術を無事に終えたとき、看護師としてのやりがいを
感じます。
　そんな私の大きな支えになっているのが4年間の学生生活で学んだ
ことです。なかでも、主体的に考える力をつけること、そして学ぶ
ことの大切さを知ったことが大切な思い出です。
　今、勤務のかたわら、大学院看護学研究科で学んでいます。職場
環境をより良くしたい、母校でもう一度看護学を学びたい、と思っ
たのがきっかけで、看護
管理学を学んでいます。
　さまざまな医療スタッ
フとのコミュニケーショ
ンの中で自分を高め、学
び続ける姿勢を忘れな
い。それが、今、私の目
指していること、目標と
する看護師象です。

学び続けることの大切さを
知りました

看護学科3年 

2018年度卒業（2期生）
国家公務員共済組合連合会  横浜南共済病院勤務

在学生から

卒業生から

「なぜ看護師になりたいのか」「どんな看護師になりたいのか」その思いはいろいろ、描いている夢もさまざまです。
目標に向かって歩き始めた在学生、それを実現し、さらにその先の未来を目指す卒業生。それぞれの思いを聞いてみました。

COLUMN
　4年間の大学生活において、クラブ活動・サークル活動への参

加は、同期の仲間だけでなく、他学部の先輩や後輩など多くの

仲間と交流できる場となっています。看護学部の学生達は、比

較的余裕のある1・2年生の時期に、さまざまな活動に参加し交

流しています。看護学部においても、2018年に看護学部で2番目

となる公認サークルが発足しました。

注目のサークル

救命救急サークル「LINK」

卒業後の進路

在学生数 教員数

336人 31人
男女比 県内・外からの進学

県内 71％
      

県外
29％

A提携病院・大学病院・国公立病院
　　　　　　　　　　　63.4%
B上記以外の病院　  　   31.0%
C進学  （助産学専攻）  　            5.6%
           

　　　　　　　　　　　　

A

B

C

男子　
42人

女子
294人

数字で見る看護学部

　私は、中学生の頃から人と接する仕事がしたい、人の役に立ちたいという
思いを抱いていました。この漠然とした思いから看護師を志しました。大学
に入学後、友人の明瞭な看護師への志しと比べ、自身の志しに劣等感を感じ
たこともありました。しかし、関東学院大学看護学部の先生方は「人になれ  奉
仕せよ」の校訓のもと、看護についての知識のみでなく、看護の楽しさ、素晴
らしさなどを沢山教えてくださいました。特に「看護師は患者さんに1番近い
存在であるため、寄り添い誰よりも早く気づくことができる」という言葉が記
憶に残っています。私は、看護の知識や素晴らしさを学ぶ日々の中で、辛い
療養生活の中で患者さんに寄り添い心の支えになれるような看護師になりた
いという目標を持ちました。 
　現在、たくさんの友人や先生方に囲まれ日々学習しています。友人は、同
じ夢を志す仲間であり、苦しい時は助け合い、嬉しい時は共に喜んでくれる
とても心強い存在です。先生方は優しく見守り助言をくださります。
　私は、大学生活の中で理想の看護師像を抱くことができたため、この目標に
向かって、現在の素晴らしい環境に感謝し、これからも日々学習に励みたいです。

患者さんに寄り添い心の支えに
なれるような看護師になりたい

看護学科2年 

　子どものころから人を支え、笑顔にする仕事に就きたいという夢がありま
した。看護師が実際に人と関わり自らの言葉や行動で患者さんを笑顔にして
いる姿に憧れたことがきっかけで、私は看護を学ぶことを決めました。関東
学院大学の校訓である「人になれ  奉仕せよ」の言葉にとても共感し、人のた
めに行動できるようになることはまさに私のなりたい姿だと感じています。
　関東学院大学看護学部では専門性の高い知識や技術だけでなく、さまざま
な人との交流を通してコミュニケーション能力を養うことや協力する姿勢に
ついても学ぶことができています。また、先生方の一人一人に寄り添った指
導により、学習面だけでなく精神面もサポートしていただいています。同じ
目標を持つ多くの仲間と新しい知識や経験をして、時に悩みながらもやりが
いを感じ、毎日楽しい日々を過ごしています。
　これからたくさんの分野に触れて広い視野を持ち、自分にできることは何
かと考え、看護師として奉仕する姿勢を学んでいきたいです。そのために必
要な知識と技術を身につけて、患者さんに寄り添い笑顔にする看護師を目指
し、日々進歩する看護を学び続けることを大切にしていきたいと思います。

患者さんを笑顔にする
看護師を目指したい

在学生から

　進む高齢化や慢性疾患の増加など、疾病構造が変化しています。医
療の高度化、保健サービスへのニーズの多様化など、保健医療福祉を
取り巻く状況も大きく変わり、看護職の役割も変わろうとしています。
　看護学研究科ではこれらの変化に対応できる、より高度な専門職業
人養成を目指しています。看護師免許がない方も出願できる制度を
設け、健康・人・生活などに興味がある全ての方に門戸を広げていま
す。生涯を通して研究に取り組む姿勢を身につけ、本研究科での学び
を各現場での実践や教育で活かせる人材を輩出します。

高度な学識と心豊かな人間性をもったスペシャリストをめざして

大学院   看護学研究科（昼夜開講制）

学位：修士（看護学）

専門科目区分
●看護管理学●地域・在宅健康支援学●老年支援学
●成育支援学●女性支援学●療養生活支援学●看護実践支援学

看護学研究科の 4 つの特徴

2024年4月現在

昼夜開講制 ライフワークにあった就学ができる昼夜開講制を整
備しています。

長期履修制度 通常の修業年限（2年）と同じ授業料で3年間あるいは
4年間かけて計画的に履修し、学位取得を目指します。

オンラインの
活用

原則的に対面授業ですが、院生の勤務状況等によっ
ては、オンラインを活用して学ぶことも可能です。

充実した
学修環境

他研究科との連携科目や県内大学院学術交流協定を
活用した履修が可能である他、多くの非常勤講師招
聘による幅広い学修を支援します。



キャンパスライフ

総合大学ならではの学びの環境を提供
　明るく、広大な関東学院大学「横浜・金沢八景キャンパス」の一画に、
看護学部の学生が学ぶ「室の木エリア」があります。大都市横浜にあ

ることを思わず忘れてしまいそうな、美しい木立と芝生の中庭を囲
むように、各施設が配置された落ち着いた雰囲気が特徴です。
　総合大学ならではの、多彩で活気あふれる雰囲気のキャンパスを
舞台に、充実した学生生活が展開されます。

第1看護実習室
一度に全学生の演習が行えるように
22床のベッドが備えられており、学生
4名に対しベッド1台という少人数で演
習が可能です。また、大型スクリー
ン2個、全方向型カメラ２台、 テレビ
（DVD）などの設備が充実しています。

第2看護実習室
2022年4月からラボ室となりました。心
肺蘇生やフィジカルアセスメントのシ
ミュレーターが充実しており、授業で
は実践的演習やグループワークなどを
行っています。授業時間外の技術の自
己練習に加え、机・図書・モデル等、
自己学習のための環境を整えています。

図書館［E1号館2F~5F］
約70万冊の蔵書を誇ります。特に「星
の王子さま」関連資料は200点以上あ
ります。

MM（マルチメディア）教室［E3号館2F］
情報演習の授業などで利用するため
の教室として、2つのPC演習室があり
ます。

学生支援室［E3号館1F］
通称「アクセル」と呼ばれています。
学生生活におけるあらゆる相談を受
け付けています。

アシストセンター［E3号館3F］
学生がパソコンを自由に利用できま
す。プリンターもあり、レポートの印
刷も可能です。

E5号館

図書館

E3号館

E4号館

E1号館

E6号館

E2号館

エテルニテ

⑪

エテルニテ
アシストセンターや購買部、学生食堂
など学生生活をサポートするさまざま
な環境が設けられています。

E6号館
2013年3月に竣工した新校舎。看護学
部と栄養学部の実習や講義で使用され、
実務を学ぶための実習施設が整備され
ています。

Campus
Map

学生ホール［E6号館1F］
学生が自由に利用できるホールが用
意され、自習や情報交換の場として利
用されます。

室の木エリア
横浜・金沢八景キャンパ
スはこちらのQRコード
からご覧ください。

横浜・
金沢八景キャンパス

室の木食堂［エテルニテ4F］
天気が良い日には、平潟湾を一望
できる開放的な雰囲気が人気です。
キャンパスにある食堂でもっとも
の眺めの良い食堂です。

学院保健センター［E3号館1F］
ケガをしたとき、気分が悪くなった
とき、体調が悪いときなどに利用で
きます。

カウンセリングセンター
［エテルニテ1F］
学生生活で生じるさまざまな心の不安
や悩みを専門スタッフに相談できます。

購買部［エテルニテ2F］
教科書のほか、雑誌・娯楽・辞典・文芸・
文庫・専門書、書籍、文房具や学生生
活に必要な日用品などが豊富です。

Cafe POND［エテルニテ2F］
コーヒーやパン、お弁当などの軽食
を提供しています。授業の合間にリ
ラックスした時間を過ごせます。

正門

学生の 1日
（自宅通学）

4 月 入学式／春学期授業開始

5月 派遣式

6月

7月 期末試験週間

8月 夏期休業／オープンキャンパス

9月 秋学期開始

10月 学院創立記念日／大学祭

11月

12月 大学クリスマス／冬期休業

1月 期末試験週間

2月 春期休業

3月 卒業式・学位授与式

8：30 ～ 8：50
登校

8：50～10：30
1講時  「病態・治療学Ⅰ」

10：45～12：25
2講時  図書館で課題学習

12：25～13：15
lunch

13：15～14：55
3講時 「看護過程」

15：10～16：50
4講時 自習

16：50～
帰宅

年間
Calendar

第4看護実習室
胎児モデル人形や小児医療的ケアモデ
ル人形、妊婦腹部触診モデルや小児用
呼吸音聴診シミュレータなどによる演
習ができます。新生児沐浴槽、保育器，
新生児ベッド、小児ベッド、診察台な
どがあり、病院や施設で使用されてい
るものが用意されています。

第3看護実習室
自宅で過ごす高齢・障がいのある方を
想定した洋（ベッド）・和（布団・畳）室、
キッチン（特殊設備としての上下可動式
シンク）、トイレ、浴室があり、自宅で移動
できない人のための電動介護リフトな
どの設備も整っています。また、中央の
スペースを使用して、グループワークや
DVD学習、ゼミなども可能です。
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学び  よりそう

〒236-8501 横浜市金沢区六浦東 1-50-1

東

国家公務員共済組合連合会
平塚共済病院　                     ［平塚市追分］

社会福祉法人聖隷福祉事業団
聖隷横浜病院［横浜市保土ケ谷区岩井町］

関東学院六浦こども園
                                 ［横浜市金沢区六浦東］

関東学院のびのびのば園
　　　　　　　　　［横浜市港南区野庭］

国家公務員共済組合連合会
横浜南共済病院　［横浜市金沢区六浦東］

国家公務員共済組合連合会
横須賀共済病院　　［横須賀市米が浜通］

国家公務員共済組合連合会
横浜栄共済病院　        ［横浜市栄区桂町］

看護職を目指す皆さんを応援するためのサポート体制

病院・施設の奨学金制度外部団体の奨学金・教育ローン制度関東学院大学独自の奨学金制度

病院が看護職員を確保するために修学資金を
看護学生に貸与するものです。将来、その病
院において看護師として一定期間勤務するこ
とにより、奨学金の返還が一部または全額免
除される場合があります。

スカラシップ制度や、給付奨学金、特待生
制度などの、大学独自の奨学金制度があり
ます。

神奈川県看護師等修学資金や日本学生支援機
構などの外部団体による貸与型の奨学金・教
育ローン制度があります。

各奨学金の詳細につきましては、学生生活課までお問い合わせください。  045-786-7012 
また、QRコードから大学ホームページでもご覧になれます。

奨学金のご案内

関東学院大学では、人物・学業ともに優秀な学生が経済的事情により学業継続をあきらめることのないよう、大学や学部独自の
学内奨学金制度が設けられています。また、日本学生支援機構や地方公共団体などの外部団体による奨学金もあります。

「受験生サイト」https://ao.kanto-gakuin.ac.jp/
お問い合わせ　アドミッションズセンター（横浜・金沢八景キャンパス）
TEL：045-786-7019    E-mail：nyushi@kanto-gakuin.ac.jp

主な実習施設


